
（別紙３）

～ 令和6年12月14日

（対象者数） 19 （回答者数）
14

～ 令和6年12月14日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　子ども達が楽しめることを取り入れていく。出来る限り一

人ひとりに合った方法で活動に参加出来る様に環境設定を

行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者によっては交流を望まれる方もいると考えられる。保

護者の要望などを丁寧に聞き取り、必要に応じて交流を図る

機会も設けていきたい。

○事業所名 放課後等デイサービス　はらっぱ

○保護者評価実施期間
令和6年12月6日

○保護者評価有効回答数

令和6年12月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年12月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

　利用児が楽しみに事業所に通所されている。

様々な特性や生活上の困難さを抱えているため、学校でも周囲

に合わせながら生活を送っていると考えられる。まずはゆっく

り自分のペースで過ごせることを大事にしている。その上で、

グループ活動などを通して社会性などを築いて行ける取り組み

を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母会活動や保護者同士の交流の機会を設けていない

事業所から送迎を自宅へ送っているため、普段から保護者だ同

志の交流を図る機会が少ない。そのため、保護者が集まる機会

を設けても、交流を図ることが難しい。また、保護者も学校内

でのコミュニティも有り、事業所を通して交流を図ることを希

望されている方も少ない。

事業所における自己評価総括表公表


